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介
護
保
険
制
度
は
、社
会
全
体
で
介
護
を
支
え
る
仕
組
み
で
す
。市
で
は
、平
成
18
年
度
か
ら
介
護
予
防
事
業
を
実
施

し
、19
年
度
に
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。そ
し
て
、高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

立
し
た
生
活
が
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
、同
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た「
地
域
包
括
ケ
ア
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。今
月

は
、24
年
度
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
と
介
護
予
防
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

要
介
護（
要
支
援
）認
定
者
が

増
加
し
て
い
ま
す

　

平
成
24
年
度
末
現
在
の
要
介
護（
要
支

援
）認
定
者
の
総
数
は
、５
千
79
人
で
、

前
年
度
に
比
べ
３
２
６
人
増
加
し
ま
し

た
。12
年
度
の
介
護
保
険
制
度
開
始
当

時
と
比
べ
３
千
５
４
２
人
の
増
と
な
り
、

約
３
・
３
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
う

ち
、居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
２
千
９

４
６
人
、地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
は
１
５
１
人
、施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
は
８
０
２
人
で
、全
体
で
は
３
千
８

９
９
人（
認
定
者
中
76
・
８
％
）の
方
が

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

保
険
給
付
費
が
介
護
保
険
制

度
開
始
時
の
約
３
倍
に

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
の
う
ち
、

９
割
相
当
は
介
護
保
険
か
ら
の
給
付
で

す
。24
年
度
保
険
給
付
費
の
総
額
は
、グ

ラ
フ
の
と
お
り
、約
68
億
９
千
５
０
０
万

円
で
、前
年
度
か
ら
約
４
億
４
千
７
０
０

万
円
も
増
え
て
い
ま
す
。介
護
保
険
制

度
開
始
時
と
比
べ
る
と
約
45
億
９
千
２

５
０
万
円
の
増
で
、約
３
倍
の
増
加
率

で
す
。こ
の
財
源
は
、40
歳
以
上
の
方
の

市長の主な動き
○10/2…埼玉県市長会役員会 ○
10/7…入間基地への要望活動 ○
10/8…定例庁議、埼玉県市長会定
期総会・研修会 ○10/10・11…全国
都市問題会議 ○10/15…埼玉県市
長会要望活動 ○10/17・18…埼玉
県西部地域まちづくり協議会視察
研修 ○10/21…地方自治人権政策
フォーラム、県知事等要請行動 ○
10/23…定例庁議、振興計画審議会 
○10/25…ふれあい市民懇話会

　7月に市長就任10年を迎え、「市長

随想」も今回で100回となりました。

この欄は私の唯一気の許せる紙面で

あり、私の生き様を楽しく書いてお

りましたが、最近は題材を見つける

のが大変で、机を前に何を書こうか

迷ってしまう事がしばしばです。

　今改めて子ども時代を振り返って

みました。昭和16年12月に私が生れ

た時は8人家族でしたが、その後、弟

が生まれ母は忙しく、父や叔父2人

が出征、祖母も病弱でしたので、私は

祖父と一緒に布団に入り、その体温

を感じながら育ちました。祖父は、私

狭
山
市
長 

仲
川
幸
成

似
顔
絵
・
花
倉
正
喜
氏

市長随想

子どものころの思い出

を家の後継ぎとして大事に育ててく

れ、いつも、地域の昔話や出来事を優

しく語ってくれました。

　私の一番古い記憶は、出征する兵

隊さんが学校の朝礼台であいさつを

し、入曽駅から日の丸を振って見え

なくなるまで見送ったことです。そ

して敗戦。叔父たちが復員し、配給の

きざみ煙草を家の縁側で分けていた

こと、都内から買い出しの人がわが

家へ訪れたこと、暗くなるまで畑仕

事をしてなかなか帰らない家族を弟

と2人で待っていたこと、私の入学

式に着物をきた祖父が一緒に行って

くれたことなど、多くのことを思い

出します。現代では到底想像もつか

ない、思いの詰まった幼少期でした。

区　分
要支援 要介護

計
1 2 1 2 3 4 5

第1号被保険者(※1) 500 546 1,201 975 687 563 438 4,910

65～75歳未満 77 79 194 146 94 78 83 751

75歳以上 423 467 1,007 829 593 485 355 4,159

第2号被保険者(※2) 12 20 35 37 27 15 23 169

総　　数 512 566 1,236 1,012 714 578 461 5,079

構成比（％） 10.1 11.1 24.3 19.9 14.1 11.4 9.1 100.0

国庫負担金 
12億2千272万円（17.7%）

県負担金 
10億1千806万円
（14.8％）

市負担金
8億6千184万円（12.5％）

第1号被保険者保険料
17億9千291万円（26％）

第2号被保険者保険料
19億9千947万円（29％）

68億9千500万円

○介護保険給付費の財源内訳（グラフ）

（※1） 第1号被保険者とは…65歳以上の被保険者
（※2） 第2号被保険者とは…40歳以上65歳未満の被保険者

サービス内容 給　付　費
対前年増
減率（％）

①居宅サ－ビス 34億4,235万8,342円 8.2
　訪問介護 4億8,161万8,966円 8.6
　訪問入浴介護 4,062万6,342円 28.3
　訪問看護 1億8,085万2,056円 13.8
　訪問リハビリ 1,715万5,645円 131.7
　通所介護 10億9,722万6,800円 6.9
　通所リハビリ 3億4,906万904円 11.3
　福祉用具貸与 1億9,938万7,762円 9.5
　短期入所生活介護 3億5,526万8,061円 0.1
　短期入所療養介護(老健) 2,825万7,241円 6.5
　短期入所療養介護(療養型) 13万6,809円 641.5
　居宅療養管理指導 3,188万6,652円 31.5
　特定施設入居者生活介護 2億2,663万3,388円 5.9
　特定福祉用具販売 1,143万1,258円 △14.8
　居宅介護住宅改修費 4,287万4,904円 16.6
　居宅介護支援・介護予防支援 3億7,994万1,554円 9.0
②地域密着型サービス 3億6,697万7,904円 17.4
　認知症対応型通所介護 4,363万5,819円 46.3
　認知症対応型共同生活介護 2億1,990万3,391円 11.5
　小規模多機能型居宅介護 1,367万4,597円 1123.2
　夜間対応型訪問介護 74万9,589円 －
　 地域密着型介護老人福祉
施設入所者生活介護

8,901万4,508円 5.3

③施設サービス 26億4,391万8,294円 3.2
　介護老人福祉施設 13億6,268万4,387円 12.3
　介護老人保健施設 8億5,213万4,649円 △3.9
　介護療養型医療施設 4億2,909万9,258円 △7.0

計（①＋②＋③） 64億5,325万4,540円 6.6

④

審査支払手数料 1,034万6,205円 8.1
高額介護サ－ビス等費 1億1,954万8,689円 8.6
高額医療合算介護サービス等費 1,976万3,948円 11.1
特定入所者介護サービス等費 2億9,209万8,950円 14.2

保険給付費①＋②＋③＋④ 68億9,501万2,332円 6.9

○給付費にみる介護サービスの利用状況

○要介護度別の要介護・要支援認定者数（25年3月末現在）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

高
齢
者
の
総
合
窓
口

　

市
内
５
か
所
に
あ
る
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
は
、高
齢
者
支
援
の
拠
点
と
し

て
、主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
保
健
師
、

社
会
福
祉
士
な
ど
の
専
門
職
員
が
連
携

を
と
り
な
が
ら
、総
合
的
に
高
齢
者
の

皆
さ
ん
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務

①
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や
ご
家
族
か
ら
相

談
を
受
け
、必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す

②
要
介
護
状
態
に
な
る
お
そ
れ
の
高
い

高
齢
者
や
要
介
護
認
定
で「
要
支
援

１
」「
要
支
援
２
」の
認
定
を
受
け
た

方
を
対
象
に
、一
人
ひ
と
り
の
生
活

に
合
わ
せ
た
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン

を
作
成
し
ま
す

③
高
齢
者
虐
待
へ
の
対
応
や
成
年
後
見

制
度
の
活
用
支
援
を
行
い
ま
す

④
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
支
援
と
、医

療
機
関
や
介
護
保
険
事
業
者
な
ど
と

の
連
絡
調
整
を
行
い
ま
す

お
気
軽
に
ご
相
談
を

　

今
後
も
、介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
や

保
険
給
付
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
、

本
当
に
望
ま
れ
る
こ
と
は
、介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ず
に
、高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
、い
つ
ま
で
も
健
康
で

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
こ
と
で
す
。

　

健
康
に
関
す
る
情
報
や
知
識
が
必
要

と
感
じ
た
り
、健
康
づ
く
り
や
介
護
予

防
事
業
で
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、お
近
く
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
か
介
護
保
険
課
に
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

保
険
料
と
国
・
県
・
市
の
公
費
で
賄
わ
れ

て
い
て
、こ
の
ま
ま
で
は
、介
護
保
険
の

財
源
が
不
足
し
て
し
ま
う
危
険
が
あ
り

ま
す
。

介
護
予
防
事
業
に
ご
参
加
を

　

そ
こ
で
、介
護
を
必
要
と
せ
ず
健
康

で
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、65
歳
以

上
の
方
を
対
象
と
し
た
通
所
型
介
護
予

防
事
業「
元
気
ア
ッ
プ
教
室
・
ち
ゃ
き
ち

ゃ
き
倶
楽
部
」を
、奥
富
と
狭
山
台
の
２

か
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
教
室
で
は
、栄
養
改
善
や
足
腰
な

ど
の
機
能
向
上
を
図
る「
総
合
コ
ー
ス
」

（
週
２
回
・
３
か
月
）を
年
24
回
、か
ん
だ

り
、飲
み
込
ん
だ
り
す
る
力
の
向
上
を

図
る「
か
む
か
む
コ
ー
ス
」（
週
１
回
・
３

か
月
）を
年
８
回
開
催
し
、合
わ
せ
て
３

０
３
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。こ
う

し
た
介
護
予
防
の
取
り
組
み
は
、健
康

の
維
持
は
も
ち
ろ
ん
、行
動
範
囲
の
広

が
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
に
も
大

き
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

介
護
予
防
事
業

「
ち
ゃ
き
ち
ゃ
き
倶
楽
部
」

 

の
よ
う
す

問
合
せ
介
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保
険
課
へ
内
線
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５
５
１

100

平
成
平
成
2424
年
度
年
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介
護
保
険
の
利
用
状
況
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介
護
保
険
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利
用
状
況
と

介
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予
防
事
業
の
取
り
組
み

介
護
予
防
事
業
の
取
り
組
み


